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令和7年第3回（3月）定例会

令和7年第3回定例会が3月7日から14日まで開催され、村から上程された27議案を審議し、

全会一致で可決されました。

令和7年度一般会計予算

24億9,400万円
対前年比 99.0％ 2,600万円減

〇地方交付税 地方自治体の財政格差をな

くすため、国から村に交付

されるお金

〇国庫支出金 事業を行うため、国や県か

県支出金 ら交付される補助金

〇繰入金 貯蓄している基金等から一

般会計に繰り入れるお金

〇村 債 村が国や銀行等から借り入

れる借金

歳入

〇総務費 村の義務的経費等（人件費等）

〇民生費 社会福祉等に充てられる経費

〇土木費 道路改良、維持工事、住宅に充

てられる経費

〇公債費 村の借入金の返済に充てられる

経費

〇災害復 災害復旧に充てられる経費

復旧費

〇教育費 教育に充てられる経費

〇農林水 農林水産業に充てられる経費

産業費

〇衛生費 村民の病気や予防、ウイルス感

染症対策等に充てられる経費

〇消防費 消防活動の経費

〇商工費 商工活動に充てられる経費

〇議会費 議会の経費

歳出

＊予算の詳細については、広報うぶやま５月号に併せて配布

される令和７年度産山村当初予算説明書をご覧ください。



令和７年度各特別会計予算

会 計 名 令和7年度 令和6年度 増減額 増減率

国民健康保険特別会計 2億1,090万円 2億1,390万円 300万円 減 98.6％

後期高齢者医療特別会計 3,900万円 3,230万円 670万円 増 120.7％

簡易水道事業特別会計 3,775万円 4,514万円 739万円 減 83.6％

診療所特別会計 5,950万円 5,990万円 40万円 減 99.3％

介護保険特別会計 2億7,460万円 2億7,320万円 140万円 増 100.5％

令和６年度各会計補正予算

会 計 名 増 減 総 額 主な内訳

一般会計 1億2,401万円 減 27億111万円 各種事業確定に伴う増減

国民健康保険特別会計 1,067万円 減 2億1,290万円 各種事業確定に伴う増減

後期高齢者医療特別会計 97万円 減 3,176万円 各種事業確定に伴う増減

簡易水道事業特別会計 196万円 減 5,258万円 各種事業確定に伴う増減

診療所特別会計 427万円 減 5,893万円 事業費確定に伴う減減

介護保険特別会計 20万円 減 2億8,837万円 事業費確定に伴う増減

その他の議案

〇議案第4号 産山村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

要旨 国の人事院勧告に伴い、令和7年4月より給与等について改正を行うもの。

〇議案第5号 産山村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第6号 産山村教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第7号 産山村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第8号 産山村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

要旨 議案第5号から第8号までは、国家公務員等の旅費に関する法律改正に伴い、国内外の経済社会情

勢の変化への対応と事務負担を軽減するもの。

〇議案第 9号 産山村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第10号 産山村職員等の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

要旨 議案第9号から第10号は、国の地方自治法改正に伴うもの。

〇議案第11号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

要旨 刑法等の一部を改正する法律が制定され、「懲役」及び「禁錮」が「拘禁刑」として単一化され

ることに伴い、本村の例規の文言を改めるもの。

〇議案第12号 産山村防犯カメラ設置及び運用に関する条例の制定

要旨 令和7年度から村内に防犯カメラを随時整備するため、防犯カメラの適正な管理を行うため条例を

整備するもの。

〇議案第13号 産山村光ネットワーク施設の管理を行う指定管理者の指定（阿蘇テレワークセンター）

〇議案第14号 田尻体育館の管理を行う指定管理者の指定（社会福祉法人やまなみ会）

〇議案第15号 ファームビレッジ産山、御湯船温泉館、ヒゴタイ公園キャンプ村の管理を行う指定管理

者の指定（株式会社うぶやま）

〇議案第16号 手作り体験工房の管理を行う指定管理者の指定（焼肉正）

要旨 議案第13号から第16号までは、令和7年3月31日で期間が満了となる施設について令和12年3月31日

まで指定管理を延長するもの。

〇議案第17号 熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び熊本広域行政不服

審査会共同設置規約の変更

要旨 熊本広域行政不服審査会に今回、荒尾市、長洲町を追加するもの。

〇同意第 2号 産山村固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求める件

要旨 令和7年3月31日で任期満了となる固定資産評価審査委員について志賀博成氏が再任されました。
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3月定例会（令和7年度主要事業）

情報システム標準化・共通化に伴う電算設定委託料
6,107万円

国のデジタル化に向けた施策で地方公共団体情報システ

ムを標準化し、政府共通のシステムに構築するもの。

（財源：国50％、村50％。但し、交付税措置となる。）

地域交通実証運行事業
2,536万円

昨年九州産交バスが廃線となり、それに伴う地域交

通の実証運行が行なわれ、本年度は、昨年を検証しな

がら乗合バスの運行に向けて実証運行を行うもの。

（財源：国50％、村50％）

最適土地利用総合対策事業
1,529万円

情報通信環境整備対策事業

1,560万円
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道路改良事業
2億510万円

村道の道路改良事業は片俣・菅生線、舗装事業は、

竹の畑・板木線、御湯船・小迫線、杖木原・小柏線、

橋梁の架け替え及び補修事業は、鶴崎橋、山中橋、小

柏農免1号橋、下家壁橋と橋梁点検事業です。

（財源は、事業により異なります。）

水利施設等保全高度化事業
3,600万円

水路の改修事業で本年度は、家壁水路、迫の谷水

路の改修を行います。

（財源：国55％、県14％、村26％、地元5％）

中山間地域等における

農用地保全に必要な地域

ぐるみの話合いにより、

営農を続けて守るべき農

地、粗放的利用を行う農

地等を区分し、実証的な

取組を行いつつ、最適な

土地利用構想を策定する

もの（財源：国100％）

情報通信環境の整備を支援する事業で、本年度は、

水道監視システム及び鳥獣害監視システムの実証事

業を行います。

（財源：県1,450万円、村110万円）

イメージ図

A機場

B機場

C機場

インターネット網 監視システム

各機場に光回線（有線回線）を契約し、インターネット経由で監視システと通信する。

迫の谷水路改修予定箇所（産山地区）

橋の架け替えが計画されている下家壁橋
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３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

住
宅
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
当
初

予
算
で
大
利
団
地
の
改
修
工
事
３
５
０
０
万
円
を

計
上
し
た
が
、
今
回
１
８
０
０
万
円
を
減
額
し
、

残
り
の
１
７
０
０
万
円
を
繰
越
し
て
い
る
。
当
初

予
算
で
計
上
し
、
何
も
し
な
い
ま
ま
予
算
を
減
額

し
、
残
り
は
繰
越
し
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

【
答
】

起
債
が
当
初
の
要
望
額
よ
り
低
い
内
示
で

あ
っ
た
た
め
、
対
象
額
に
合
わ
せ
た
額
で
減
額
し

た
も
の
で
あ
る
。

大
利
団
地
の
設
計
と
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

公
営
施
設
の
調
整
が
絡
ん
で
き
た
こ
と
で
着
手
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
繰
越
と
な
っ
た
。

残
り
の
１
８
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
事
業
で
対
応
す
る
。

【
問
】

地
方
交
付
税
が
11
億
円
上
が
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な

形
で
推
移
す
る
の
か
。

【
答
】

地
方
交
付
税
の
主
な
増
加
の
要
因
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
増
加
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
令
和
７
年
度
は
、
地
方
公
共
団
体
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
平
準
化
に
係
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
の
利
用
料
及
び
関
連
す
る
費
用
が
増
加
す
る

た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
増
額
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
事
業
が
終
了
す
れ
ば
、
そ
れ
以
降
は
減
少
傾

向
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

補
正
予
算
か
ら

当
初
予
算
か
ら

【
問
】

財
産
収
入
に
つ
い
て
産
山
村
と
借
主
と
の

間
（
片
俣
地
区
の
原
野
貸
付
）
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
と
聞
い
た
。

村
の
事
務
手
続
き
に
不
備
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
問
】

大
利
団
地
の
解
体
撤
去
が
繰
り
越
さ
れ
て

い
る
が
、
い
つ
頃
解
体
を
す
る
の
か
。

【
答
】

契
約
書
に
基
づ
い
て
期
日
ま
で
に
請
求
を

行
っ
た
が
、
期
日
ま
で
に
支
払
い
が
な
か
っ
た
た

め
、
相
手
の
責
任
者
や
支
援
者
に
来
庁
い
た
だ
き
、

支
払
い
の
期
日
等
に
つ
い
て
約
束
を
し
た
が
、
守

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
村
か
ら
内
容
証
明
の
郵
便

を
送
付
し
た
。

そ
れ
で
も
期
日
ま
で
の
納
入
が
な
か
っ
た
た
め
、

契
約
解
除
の
通
知
を
送
っ
た
。
た
だ
、
最
初
に
期

日
ま
で
の
払
い
込
み
が
な
か
っ
た
時
点
で
、
書
面

に
よ
る
確
約
書
を
取
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
契
約
内
容
に
基
づ
き
、

適
正
に
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
後
、
契
約
者
か
ら
入
金
が
あ
っ
た
。

【
答
】

見
積
を
取
り
、
現
在
契
約
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

解
体
に
つ
い
て
は
、
早
け
れ
ば
３
月
下
旬
か
ら

開
始
す
る
。

な
お
、
工
期
を
４
月
末
ま
で
取
る
予
定
で
あ
る

が
、
早
急
に
実
施
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

ガバメントクラウドとは？

ガバメントクラウドとは、国の全ての行政機関や地方自治体

が共同で行政システムをクラウドサービスとして利用できるよ

うにした「IT基盤」のことです。「ガバメント」は日本語で政府を

意味することから「政府クラウド」や「Gov-Cloud」とも呼ばれて

います。

現状、行政機関や各自治体は独自に業務システムを開発・

運用しています。そのためシステム要件やデータフォーマット

がそれぞれで異なっていたり、自前でシステムの保守・監視

運用する必要があるなどの課題がありました。

こうした行政に関わる業務システムをまとめて、ひとつのク

ラウド上の基盤に構築し、共通化・標準化した上で監視運用

できるようにしたものが、「ガバメントクラウド」です。



当
初
予
算
か
ら
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【
問
】

地
域
交
通
実
証
運
行
車
両
購
入
費
3
台
分

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
あ
る
車
両
が
来
年
3
月

に
終
了
し
購
入
す
る
金
額
と
解
釈
し
て
よ
い
の
か
。

【
問
】

産
山
に
後
継
者
を
残
そ
う
と
思
う
の
で
あ

れ
ば
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
大
幅
に
上
げ

て
い
か
な
い
と
、
住
宅
改
修
費
が
か
か
り
後
継
者

は
住
ま
な
い
。
村
営
住
宅
の
建
設
が
出
来
な
い
の

で
、
あ
れ
ば
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
上
げ
て
は

ど
う
か
。

【
問
】

3
月
の
広
報
の
中
に
、
産
山
村
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
堆
肥
分
析
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

熊
本
県
の
堆
肥
コ
ン
ク
ー
ル
で
好
成
績
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
村
民
に
是
非
堆
肥
を
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
の
で
、
利
用
を
促
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
答
】

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
年
は
リ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

来
年
度
新
規
に
予
算
を
組
ん
で
も
納
車
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、
方
向
性
と
し
て
は
現
在
リ
ー
ス

し
て
い
る
も
の
を
残
存
価
格
で
買
い
取
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

【
問
】

地
下
灌
漑
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
の
詳
細
な

説
明
を
求
め
る
。

【
問
】

鳥
獣
害
監
視
シ
ス
テ
ム
試
行
調
査
に
つ
い

て
、
箱
わ
な
を
通
信
で
管
理
し
、
見
れ
る
も
の
だ

と
思
う
が
、
何
カ
所
の
設
置
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

【
問
】

山
吹
水
源
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
電
源
が
な
く

な
っ
て
浄
化
槽
が
1
年
以
上
稼
働
し
て
な
い
。
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

【
問
】

防
火
水
槽
の
設
置
工
事
の
設
計
委
託
料
を
組
ん

で
い
る
が
こ
れ
は
大
利
住
宅
の
前
に
設
置
す
る
と
察
す
る
。

現
地
に
大
蘇
ダ
ム
の
給
水
栓
が
あ
り
利
用
で
き
る
と

聞
い
た
が
、
ダ
ム
の
給
水
栓
か
ら
賄
え
る
の
で
あ
れ
ば

必
要
な
い
の
で
は
。

【
答
】

村
と
し
て
は
、

扇
棚
田
の
下
流
に
電
線

を
埋
設
し
、
棚
田
の
裏

側
に
電
線
を
引
く
よ
う

田
畑
関
係
者
と
協
議
を

し
て
お
り
、
埋
設
工
事

も
併
用
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

九
州
電
力
と
協
議
行
っ

て
い
る
。

【
答
】

移
住
定
住
の
た
め
に
見
直
し
を
し
て
い
く

が
、
条
例
等
と
の
関
連
も
あ
る
た
め
、
早
期
に
内

容
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

【
答
】

最
適
土
地
利
用
事
業
の
中
で
、
土
地
を
今

後
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
か
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
、
田
ん
ぼ
で
二
毛
作
に
よ
る
収
益
の
向
上
を

目
指
す
構
想
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

現
在
、
箇
所
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

【
答
】

基
本
と
し

て
基
地
局
が
必
要

と
な
る
。

6
年
度
に
フ
ァ

ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
産

山
、
御
湯
船
温
泉

館
、
ウ
ブ
ヤ
マ
プ

レ
イ
ス
に
基
地
局

を
設
置
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
電
波
を

飛
ば
す
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
、
1
カ
所

を
計
画
し
て
い
る
。

わ
な
を
か
け
る
場

所
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
現
地
調
査

を
し
て
決
め
た
い
。

【
答
】

大
蘇
ダ
ム
の
給

水
栓
が
多
目
的
利
用
で

使
用
が
で
き
る
が
、
消

防
車
の
給
水
ポ
ン
プ
の

1
本
な
い
し
2
本
分
が

接
続
で
き
る
程
度
で
あ

り
、
40
ｔ
タ
ン
ク
を
設

置
し
て
何
台
も
の
消
防
車
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
答
】

3
月
の
広
報
チ
ラ
シ
で
問
い
合
わ
せ
先
や

金
額
等
に
つ
い
て
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
も
し
っ
か
り
と
村
民
の
方
々
に
情
報
を
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
。

山吹水源駐車場トイレ

現在、畑の灌漑排水

のために整備された

大蘇ダム給水栓



令和7年第1回臨時会

令和7年第1回臨時会が1月29日に開催され、予算議案1議案、条例2議案を審議し、全会一致で

可決されました。

令和6年度一般会計補正予算（第10号）

補正予算3,224万円が増額され、総額28億2,512万円に

〇主なものは、物価高騰に伴う地方創生臨時交付金で、LPガス料金上昇負担軽減対策や村内で

使用できる商品券を1人当り1万円を交付するもの。

〇議案第１号 産山村出資法人への関与に関する条例の一部を改正する条例

要旨 村の第三セクターから四半期ごとに決算状況等の報告を受けていたが経営が、安定しつ
つあるため、上下半期の経営状況報告にするもの。

〇議案第２号 産山村公共施設整備基金条例の制定

要旨 産山村の各公共施設について、今後見込まれる改修に備えて基金を創設するもの。

7 2025（令和7年5月）産山議会だより

令和7年第4回臨時会

令和7年第4回臨時会が3月28日に開催され、予算議案1議案、条例2議案、承認議案1件を審議し、
全会一致で可決されました。

令和6年度一般会計補正予算（第12号）

補正予算117万円が減額され、総額26億9,995万円に

〇主なものは、歳入の特別交付税が増額され、財政調整基金を減額するもの。

〇承認第１号 産山村過疎地域持続的発展計画の一部変更の承認
要旨 村の事業計画を変更することにより、令和7年度の起債の借入に反映させるもの。

〇議案第30号 産山村特別職の非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第31号 公聴会、調査等に出頭又は参加したものに対する費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例
要旨 非常勤職員や各種公聴会や調査に伴う出張旅費等について、1km当り30円を37円に、日

当を千円から2千円にするなど、国の基準に改正するもの。

令和7年第2回臨時会

令和7年第2回臨時会が2月4日に開催され、同意1議案を審議し、全会一致で可決されました。

○同意第１号 産山村副村長の選任

要旨 不在となっていた副村長について井雄一郎氏の選任同意が提出され、全会一致で

可決されました。
井雄一郎副村長は、農林水産省に長年勤務され、令和５年度からは本村の政策統

括審議監として着任し、村の各種事業に取り組まれました。今後も本村での活躍を

期待します。



令和７年３月２４日に大阿蘇環境センター未来館において、阿蘇広域行政事務の定例会が開催

され、議会選出議員２名が出席しました。
なお、令和7年度の予算負担額は、下記のとおりです。

項 目 一般管理 介護保険対策 障害支援対策 火葬事務

産 山 村 256万円 108万円 18万円 11万円

阿蘇広域全体 1億935万円 4,114万円 753万円 433万円

項 目 中部火葬施設 環境総務 清掃施設 最終処分場

産 山 村 237万円 52万円 2,885万円 134万円

阿蘇広域全体 2,437万円 1,956万円 8億6,814万円 3,983万円

＊産山村の負担額は、前年比104.4％（374万円増加） 万円以下については、端数調整

阿蘇広域行政事務組合 令和6年度議会定例会報告

令和７年 阿蘇北部３ケ町村議員懇談会

令和７年阿蘇北部３ケ町村議員

懇談会が村基幹集落センターで開

催され、産山村、小国町、南小国
町の３ケ町村の議員及び町村長が

参加されました。

今回は、坂本哲志衆議院議員、
馬場成志参議院議員、河津修司県

会議員をお招きし、国政及び県政

についての報告会並びに意見交換

会が開催されました。

項 目 中部清掃 し尿処理施設 消 防 合 計

産 山 村 1万円 702万円 4,554万円 8,958万円

阿蘇広域全体 15万円 2億4,774万円 10億9,956万円 24億6,170万円

82025（令和7年5月）産山議会だより
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【
議
員
】
現
在
、
花
の
温
泉
館
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
阿
蘇
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
２
年
が
過
ぎ
た
。

計
画
段
階
で
は
、
私
た
ち
も
い
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
花
の
温
泉
館
の
活
性
化
が
望
め
な
い
。

現
状
の
指
定
管
理
者
を
ど
う
す
る
か
、

村
で
も
検
討
し
、
新
た
な
道
を
模
索
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
村
長
】
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て
は
、
議

会
と
執
行
部
と
の
協
議
の
中
で
、
や
は

り
民
間
の
力
で
や
っ
て
も
ら
い
、
村
が

運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
考

え
方
の
も
と
で
進
め
て
き
た
。
地
元
の

方
が
見
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
村
と
し

て
も
手
は
尽
く
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は

あ
る
。

一般質問

【
議
員
】
指
定
管
理
者
の
当
初
の

計
画
は
よ
か
っ
た
も
の
の
、
花

の
温
泉
館
の
施
設
の
片
付
け
に

追
わ
れ
、
片
付
け
費
用
な
ど
も

管
理
費
と
し
て
村
が
支
出
し
て

い
れ
ば
、
今
の
よ
う
な
状
態
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

か
た
や
別
の
指
定
管
理
者
に

は
５
年
間
で
指
定
管
理
料
及
び

支
援
金
と
い
う
形
で
、
１
億
円

支
援
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
村

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
疑
問

に
思
う
。

【
村
長
】
村
が
何
も
や
っ
て
い
な

い
と
か
そ
う
い
う
話
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
に

議
会
で
議
論
し
、
賛
成
い
た
だ

い
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
当
時
に
大
き

な
赤
字
を
出
し
て
い
る
中
で
、

精
一
杯
続
け
ら
れ
る
ま
で
は
や

っ
て
き
た
。
現
在
も
、
地
元
と

の
協
議
や
議
会
で
決
め
た
事
業

者
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
を
見
つ
け
、
民

間
に
委
託
し
な
が
ら
や
っ
て
い

く
と
い
う
形
を
取
っ
て
き
た
。

村
か
ら
の
支
援
は
ど
こ
が
必

要
か
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
議
員
】
こ
の
事
業
の
補
助
金
及
び
村

の
負
担
額
、
現
在
の
運
行
状
況
、
今

後
の
利
用
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】
う
ぶ
や
ま
乗
合
バ

ス
の
実
績
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】
今
後
の
利
用
普
及

啓
発
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は
、

村
内
住
民
を
主
な
対
象
と
し
て
実
証

を
行
い
、
運
行
課
題
や
交
通
量
を
検

証
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
、
運
行

結
果
を
踏
ま
え
、
産
山
村
に
適
し
た

公
共
交
通
の
あ
り
方
や
運
営
協
議
会

の
設
立
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
係
る
必
要
性
、
採
算
性
、

持
続
性
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
迅

速
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
議
員
】
構
想
的
に
は
す
ば
ら
し
い
が
、

若
い
人
は
使
い
や
す
い
が
、
お
年
寄

り
は
遠
慮
し
や
す
い
。
言
い
た
く
て

も
言
え
な
い
お
年
寄
り
も
い
る
の
で
、

な
る
べ
く
年
配
の
方
た
ち
の
意
見
は

尊
重
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

井 芳美議員

現在、乗合バスとして利用されている３台

のリース車

花
の
温
泉
館
の
今
後
の
支
援
は

事
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
対
応
す
る
。

年 度 総事業費 国庫補助 村負担金
人件費 運行委託料等

及び車両費等

令和６年度 1,538万円 929万円 609万円 541万円 997万円

令和７年度 3,779万円 2,667万円 1,112万円 1,243万円 2,536万円

事業の内訳

累計利用者数 月平均 1日当り

1534人 384人 16人

令和6年10月～令和7年1月までの実績

う
ぶ
や
ま
乗
合
バ
ス
の
今
後
の
普

及
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か

質問

運
営
協
議
会
の
設
立
な
ど
を
検
討

し
進
め
る
。

回答

回答 質問
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井 春夫議員

【
議
員
】
地
方
創
生
の
た
め
に
は
、

人
口
減
少
、
人
口
の
流
出
を
食
い
止

め
、
外
部
か
ら
も
移
住
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
の
支
援
、
移
住
を
促
進
す
る
た
め

や
家
族
留
学
の
た
め
に
住
宅
の
提
供

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
空
き

家
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
副
村
長
】
今
後
の
財
政
状
況
等
も
考

慮
し
、
ま
た
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
も
捉

え
な
が
ら
、
低
コ
ス
ト
住
宅
の
設
置

や
現
在
の
公
営
住
宅
は
維
持
し
て
い

く
。30

年
以
上
の
住
宅
が
非
常
に
多
く
、

い
つ
ま
で
も
村
で
維
持
管
理
す
る
の

は
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
処
分
や
民
営
化
に
移
行
す
る
な

ど
、
具
体
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

移
住
希
望
者
等
で
村
内
の

空
き
家
等
を
取
得
、
賃
貸
し

て
定
住
者
自
ら
が
補
修
改
修

を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
と
な
る

の
で
、
移
住
定
住
準
備
金
な

ど
村
単
独
支
援
措
置
な
ど
が

必
要
に
な
る
の
で
、
制
度
設

計
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
移
住
定
住
施
策
に
と
っ

て
、
住
宅
施
策
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
早
急
な
検
討
を

お
願
い
す
る
。

【
議
員
】
村
民
全
員
が
水
道
水

を
使
え
な
く
な
る
可
能
性
は
、

あ
り
得
な
い
と
は
思
う
が
、

万
が
一
の
こ
と
を
想
定
し
、

水
道
水
を
使
え
な
い
と
き
に

ど
う
対
応
が
で
き
る
か
な
ど
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討

願
う
。

【
議
員
】
昨
年
11
月
29
日
の
水
道
に
お
け

る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
調
査
結
果
公
表

の
際
、
本
村
は
基
準
値
内
で
あ
っ
た
が
、

産
山
村
の
水
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
う

印
象
が
植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
、
自
然

と
水
の
き
れ
い
な
産
山
村
の
イ
メ
ー
ジ
が

崩
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

令
和
７
年
度
に
は
、
定
期
的
に
３
回
ほ

ど
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
検
査
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
子
供
た
ち
や
村
民
の
声

に
応
え
る
た
め
に
、
検
査
結
果
の
公
表
、

住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
な
ど
、
不
安
感
を

一
掃
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

【
副
村
長
】
応
急
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
を
速
や
か
に
周
知
し
、
万
が
一
、

村
の
水
を
使
え
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
代

替
等
の
応
急
的
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
早
急
に
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

有機フッ素化合物PFAS（ピーファス）とは

PFAS（ピーファス）は、PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）及びPFOA（ペルフルオロオ

クタン酸）など、人工的に合成された4700種類以上の有機フッ素化合物群の総称です。

PFASは 耐水性、耐脂性、防汚性などに優れた特性を持つため、コーティング剤、界面活性

剤、表面処理剤など様々な用途に使用されてきましたが、難分解性及び生物蓄積があり、発

がん性も指摘されるなど問題視され、欧米を中心に規制強化の動きが進みました。

住
宅
建
設
及
び
空
き
家
対
策

を
ど
う
考
え
る
の
か

質問

各
種
単
独
事
業
を
設
置
し
、

制
度
設
計
を
進
め
る
。

回答

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
に
対
す
る
村

民
の
不
安
感
を
一
掃
す
る
対
応

を
。

質問

調
査
の
結
果
を
速
や
か
に
周
知

し
、
応
急
対
応
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
速
や
か
に
措
置
を
講
じ
る
。

回答
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【
議
員
】
う
ぶ
や
ま
未
来
計
画
で
は
２
０
４
０

年
に
は
人
口
が
１
０
０
０
人
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。現

在
の
公
債
費
は
、
年
２
億
３
０
０
０
万
円

で
平
成
29
年
度
か
ら
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
10

年
、
20
年
後
に
必
ず
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
自
治
体
と
な
る
。
若
者
達
に
示
す

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る
か
。

【
村
長
】
事
業
毎
に
５
ケ
年
間
の
実
施
計
画
を

策
定
し
、
５
年
ご
と
に
成
果
検
証
と
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
の
検
証
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
で
は
、
４
０
０
人
や
５
０
０
人
の
自
治

体
も
あ
る
。
村
が
単
独
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
自
治

体
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
、
地
域
住
民
の
理
解
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
が
大
事
で
あ
る
。

自
助
、
共
助
、
公
助
を
踏
ま
え
、
財
政
規
模

も
縮
小
し
て
い
く
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、
希

望
は
大
い
に
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

城本 俊成議員

【
教
育
長
】
現
状
、
こ
の
４
月
か
ら
学
園
生
徒
、

保
育
園
児
、
計
１
１
７
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
特
別
な
転
出
が
な
く
、
又
、
県
の
基

準
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
12
年
後
の
２
０
３

６
年
ま
で
、
複
式
学
級
の
回
避
と
、
義
務
教

育
学
校
制
度
を
堅
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

園
児
、
児
童
・
生
徒
数
の
確
保
は
、
山
村

留
学
制
度
の
成
否
に
あ
る
と
考
え
る
。

国
に
先
立
っ
て
、
保
育
園
の
完
全
無
償
、

給
食
費
の
無
償
、
が
ん
ば
れ
高
校
生
助
成
金

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
差
別
化
が
難

し
く
な
っ
た
。
学
園
の
世
帯
比
率
と
し
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
34
・
６
％
・
Ｉ
タ
ー
ン
21
・
２
％
・

地
元
世
帯
44
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
移
住

定
住
の
肝
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
こ
の
義
務
教
育
学
校
と
い
う
制
度
を
続

け
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
質
の
高
い
教
育
の

提
供
を
維
持
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
サ
ロ
ン
活
動
が
、

今
４
ケ
所
。

も
う
１
ケ
か
所
増
や
し
た
形
で

生
き
甲
斐
づ
く
り
を
増
進
す
る
こ

と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
な
が
ら
、

若
い
世
代
か
ら
見
て
、
産
山
村
っ

て
い
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と

こ
ろ
か
ら
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

定
期
的
に
事
務
事
業
を
検
証
・

評
価
し
な
が
ら
、
必
要
な
も
の
は

投
資
、
ま
た
は
削
減
す
る
な
ど
様

々
な
こ
と
を
考
慮
し
、
全
体
で
考

え
る
時
期
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

【
副
村
長
】
う
ぶ
や
ま
未
来
計
画
を

し
っ
か
り
と
確
実
に
遂
行
し
て
い

く
。
５
年
ご
と
に
し
っ
か
り
見
直

し
を
し
て
、
将
来
を
見
据
え
て
い

ろ
ん
な
施
策
を
や
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
横
断
的
に
各
課
連
携
し
て
し
っ

か
り
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
う
将
来
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る
の
か
。

質問

う
ぶ
や
ま
未
来
計
画
を
確
実
に
遂

行
し
て
い
く
。

回答

年 度 公債費

平成29年度 2億 363万円

令和元年度 2億 570万円

令和3年度 2億1,744万円

令和5年度 2億3,001万円

令和６年度 2億3,050万円

公債費とは、地方公共団体が発行する地
方債（借金）の元金の返済や利子の支払い
に充てられる費用のことです。
公債費は、地方自治体の財政運営におい
て重要な要素であり、財政負担や将来の財
政健全性に大きな影響を及ぼします。特に
公債残高が増加すると、毎年の公債費の割
合も増えるため、他の政策に充てる予算が
制約を受けることがあります。



【
議
員
】
先
日
、
野
焼
き
中
に
事
故
が
発

生
し
た
。
草
原
を
守
る
た
め
に
先
人
た

ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
作
業

で
あ
る
が
、
今
で
は
、
作
業
員
の
減
少

や
高
齢
化
も
進
み
、
維
持
管
理
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を
村
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
対
策
案
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
村
長
】
野
焼
き
は
、
草
原
を
守
る
た
め

に
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
現
在
、
国
の

中
山
間
直
接
支
払
交
付
金
や
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を

活
用
し
て
い
る
が
、

多
方
面
か
ら
の

支
援
も
な
い
か

な
ど
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
議

会
と
協
議
し
な

が
ら
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き

た
い
。

鈴木 健士議員

【
議
員
】
令
和
６
年
９
月
に
一
般
質
問
し

た
産
山
村
新
規
就
農
研
修
施
設
に
つ
い

て
、
予
算
計
上
に
よ
り
ハ
ウ
ス
施
設
の

整
備
の
完
了
報
告
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
は
楽
観
視
で
き
な
い
。

今
後
の
ハ
ウ
ス
施
設
の
利
用
、
管
理
計

画
を
伺
う
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
就
農
研
修
生
の

募
集
は
継
続
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年

度
以
降
は
応
募
者
が
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
要
因
と
し
て
、
他
の
市
町
村
で
も

同
様
の
就
農
施
設
が
充
実
、
多
種
多
様

な
就
農
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
き
て
、
こ

の
立
地
条
件
で
新
た
な
就
農
を
始
め
る

と
い
っ
た
考
え
方
が
変
化
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
募
集
条

件
を
見
直
し
て
、
村
内
に
移
住
、
定
住

し
て
農
業
に
携
わ
り
た
い
方
や
、
村
内

農
業
従
事
者
で
規
模
拡
大
や
高
付
加
価

値
営
農
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る
担
い
手

へ
の
貸
付
を
含
め
、
地
域
内
外
の
農
業

者
等
が
活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
運
用

し
て
い
く
方
向
で
計
画
設
計
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
研
修
施
設
で
研
修
さ
れ
た

方
々
が
現
在
村
に
定
住
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
事
業
の
取
り
組
み
が
大
変
良

い
成
果
を
上
げ
た
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
よ
り

就
農
施
策
の
見
直
し
や
改
革
を
迫

ら
れ
て
い
る
現
状
の
中
、
あ
れ
ほ

ど
の
施
設
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

次
に
、
施
設
の
ほ
か
に
ト
ラ
ク

タ
ー
や
潅
水
施
設
な
ど
が
配
備
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
後
の
方

針
を
伺
う
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
ハ
ウ
ス
部

門
は
、
貸
付
を
含
め
て
、
今
後
も

活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
の
運
用

を
考
え
て
い
る
。
配
備
さ
れ
た
機

械
器
具
等
は
、
そ
の
運
用
と
連
動

し
た
活
用
方
法
に
な
る
か
と
思
う
。

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
今
の
と
こ
ろ
借
り
た
い
と

い
う
申
込
み
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

ト
ラ
ク
タ
ー
を
見
た
が
、
今
す
ぐ

使
え
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
と

感
じ
た
が
ど
う
か
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
希
望
者
は

人
づ
て
で
伺
っ
た
り
す
る
が
、
確

定
申
込
み
は
あ
っ
て
い
な
い
。

ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
２
月
に
修
理

を
行
い
使
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
。

潅
水
設
備
に
は
破
損
が
あ
る
の
で
、

今
後
使
用
さ
れ
る
方
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

【
議
員
】
機
械
も
施
設
も
継
続
し
て

使
わ
な
い
と
、
使
用
不
能
に
な
る
。

関
連
の
住
宅
施
設
の
周
辺
の
環
境

整
備
が
不
十
分
な
状
況
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
住
宅
施
設
は
、

今
後
公
営
住
宅
と
し
て
運
用
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。
住
宅
使
用

者
の
管
理
範
囲
を
除
い
て
再
度
整

理
・
清
掃
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
村
の
人
口
も
減
少
し
、
過

疎
地
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
ど
の

地
方
も
同
じ
だ
と
思
う
。
こ
の
研

修
施
設
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、

村
の
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

2025（令和7年5月）産山議会だより 12

新規就農研修施設

野
焼
き
の
今
後
の
対
策
は
？

質問

支
援
策
を
検
討
す
る
。

回答

新
規
就
農
研
修
施
設
の
今
後

の
運
用
は
。

質問

支
地
域
内
外
の
農
業
者
等
が

活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
運

用
す
る
。

回答



【
議
員
】
村
の
喫
緊
の
課
題
は
、
人
口
減
少
対
策

の
た
め
の
移
住
定
住
対
策
で
あ
る
。
令
和
５
年

度
に
立
ち
上
げ
た
移
住
定
住
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
活
動
状
況
と
そ
の
成
果
等
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

【
副
村
長
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
緊
急
の

課
題
を
最
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で
６
つ
の
課

題
を
先
行
し
て
実
施
。

一
、
空
き
家
活
用
施
策

二
、
特
性
を
生
か
し
た
農
業
、
地
域
づ
く
り
の

推
進

三
、
情
報
通
信
環
境
整
備

四
、
生
活
排
水
の
改
善
整
備

五
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

六
、
児
童
生
徒
減
少
対
策

（
詳
し
い
説
明
内
容
は
省
略
）

【
議
員
】
村
長
は
今
回
の
定
例
会
の
冒
頭
に
、
移

住
定
住
対
策
を
一
番
に
進
め
る
と
挨
拶
さ
れ
た
。

こ
の
６
つ
の
取
組
も
必
要
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド

感
が
な
い
。
も
っ
と
大
胆
な
施
策
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

岩下 徳行議員

そ
こ
で
、
私
か
ら
３
つ
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

一
つ
目
と
し
て
、
就
農
研
修
施

設
の
活
用
で
あ
る
。
過
去
に
こ
の

就
農
研
修
施
設
を
卒
業
し
た
７
、

８
組
の
就
農
者
が
村
内
に
定
住
し
、

農
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
併
せ
て
ハ
ウ
ス
団
地
を

整
備
し
、
入
植
さ
せ
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
な
定
住
に
つ
な
が
る
。

夫
婦
で
就
農
す
れ
ば
、
子
供
が

で
き
、
３
、
４
人
の
定
住
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
つ
目
の
提
案
は
、
住
宅
整
備

で
あ
る
。
空
き
家
整
備
も
大
事
だ
が
、

空
き
家
は
耐
用
年
数
や
耐
震
性
の

問
題
も
あ
る
た
め
、
新
築
の
村
営

住
宅
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
内
に
は
様
々
な
企
業
あ
る
。
そ

こ
で
働
く
人
た
ち
は
、
村
外
か
ら

通
う
人
が
結
構
い
る
。
そ
の
人
た

ち
向
け
に
住
宅
を
整
備
す
れ
ば
、

定
住
に
つ
な
が
り
、
即
効
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

三
つ
目
の
提
案
は
、
後
継
者
の

人
材
育
成
で
あ
る
。

村
に
は
産
山
村
創
生
基
金
（
現

在
約
一
億
一
千
万
円
）
が
あ
り
、

そ
の
基
金
を
活
用
し
た
人
材
育
成

事
業
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
活
用
さ

れ
て
な
い
。
村
企
画
に
よ
る
、
村

内
に
残
る
若
い
後
継
者
が
国
内
外

で
研
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
模

拡
大
や
い
ろ
い
ろ
な
事
業
展
開
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
三
つ
の
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
村
長
、
副
村
長
の
考

え
を
伺
う
。

【
村
長
・
副
村
長
】
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
発
展
が
移
住
・
定

住
の
一
番
の
要
因
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
研
修
施
設
の
活
用

を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
法
人
と
の
連
携
に
よ
る

研
修
制
度
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
を
含
め
て
、
令
和
７
年
度
で
計

画
す
る
よ
う
、
現
在
、
計
画
の
中

身
を
精
査
中
で
あ
り
、
今
後
予
算

化
す
る
。

人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

13 2025（令和7年5月）産山議会だより

就農研修施設の活用住宅整備後継者の

人材育成

移
住
・
定
住
に
向
け
た
３
つ
の
提

案
を
す
る
。

質問

農
業
が
移
住
・
定
住
の
一
番
の
発

展
に
つ
な
が
り
内
容
を
検
討
す
る
。

回答



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

2月4日 令和7年第2回臨時会 産山村 議員全員

2月17日 熊本県市町村総合事務組合定例会 熊本市 議 長

2月20日 総務文教厚生常任委員会 産山村 総務文教厚生委員

2月21日 熊本県町村議長会定期総会 熊本市 議 長

2月25日 例月監査 産山村 監査委員

2月27日 議会運営委員会 産山村 議会運営委員

3月2日 阿蘇北部３ケ町村議員研修会 産山村 議員全員

3月3日 第2回全員協議会 産山村 議員全員

3月4日 阿蘇デザインセンター理事会 阿蘇市 議 長

3月7日～14日 令和7年第3回（3月）定例会 産山村 議員全員

3月8日 産山学園卒業式 産山村 議員全員

3月22日 うぶやま保育所卒園式 産山村 議員2名出席

3月24日 阿蘇広域行政組合定例会 阿蘇市 広域議員

3月27日 例月監査 産山村 監査委員

3月28日 熊本県町村監査委員研修会・第32回定期総会 熊本市 監査委員

4月4日 うぶやま保育所入園式 産山村 議員２名参加

4月9日 産山学園入学式 産山村 議員全員

4月14日 阿蘇市町村議長会並びに阿蘇郡町村議長会総会 阿蘇市 議 長

4月15日～17日 阿蘇北部３ケ町村台湾視察 台 湾 議 長

4月18日
中九州高規格道路監査

広報委員会
産山村

議 長

広報委員

4月24日 熊本県町村議長会熊本県等への要望活動 熊本市 議 長

4月25日 例月監査 産山村 監査委員

4月28日 子どもヘルパー認定式 産山村 議 長
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編集後記

熊本地震から早9年。当時のことを思い出し、また来る

であろう大地震に備えておきたいものです。

さて、今年に入り、寒暖の差が著しく、春の兆しが見られた

かと思うと急に冬の気温に戻り、阿蘇山、久住山では４月に冠

雪したり、農家の方々は作物の管理に大変だろうと察するとこ

ろです。

新年度がスタートします。私たち議会広報委員会も議会

だよりを通じ村民の皆様に少しでも議会活動を

分かりやすくお伝えしていきたいと

思いますのでよろしくお願いいた

します。


